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令和２年度 

第37回全国少年少女レスリング選手権大会  大会要項 
 

あくしゅ・あいさつ・ありがとう 

～ めざせ！  マナーも日本一 ～ 
 

そして、新型コロナウイルスの感染拡大防止策の厳守を！ 

 

１．主  催  公益財団法人日本レスリング協会 

２．主  管  ＮＰＯ法人全国少年少女レスリング連盟    東日本少年少女レスリング連盟 

３．後  援  スポーツ庁（申請予定）   東京都（申請予定） 

４．協  賛  株式会社明治   一般財団法人東京スポーツ新聞格技振興財団  アシックスジャパン株式会社 

５．期  日  令和２年11月20日（金）～22日（日） 

６．会  場  国立代々木競技場・第一体育館 

〒164-0001  東京都渋谷区神南２丁目1-1  ℡03-3468-1171 

７．受  付  第一体育館・原宿口 

８．計量会場  アリーナ 

９．日  程 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．参加資格 

  １．小学５年生と６年生の男女で全国少年少女レスリング連盟の2020年度クラブ登録・選手登録及びブロックの 

    クラブ登録が完了している者。（ブロックのクラブ登録についての問合せは、最寄りのブロック事務局へ） 

なお、登録申請後にクラブを移籍した選手は、大会申込み以前に移籍届の提出が完了していることとする。 

  ２．選手が心身ともに健康であり、大会に参加しても支障のないことを保護者に確認し、参加の承諾を得た者。 

  ３．前年度ブロック大会８位以内入賞者、或いは技術的にも体力的にも優れており、本大会への出場に際し 

    問題がないとクラブ代表者が認める者。 

４．スポーツ安全保険に加入している者。 

５．大会開催に伴う「新型コロナ感染拡大防止のためのガイドライン」（別紙）を厳守する者。 

11．競技規則及び競技要項 

１．全国少年少女レスリング連盟競技規則により競技を行う他、次の事項による。 

２．試合時間  【小学５年生～６年生】  ２分00秒 （30秒） ２分00秒 

３．競技はトーナメント方式による。また、３名以下の場合は上のクラスに併級する。 

  ただし、＋級に関しては申込みが３名以下でもその人数で実施する。 

４．女子選手で希望する者は小学生の部に出場することができる。だだし、両部門に出場することはできない。 

５．申込み締め切り後の階級変更は認めない。 

６．計量は、11月20日（金）の時間内に全ての階級を行う。 

第１日目 
 

11月20日（金） 

受 付 12：00～14：30 ※受付・計量は20日（金）の時間内に 

すべての階級を行う。 

※受付の前に計量はできない。 

※時間を厳守すること。 

※各階級の試合は、第１試合から準決勝 

及び決勝まで２日間で行う予定。 

◆参加人数により、日程の変更も予想 

される。 

日程変更は、全国少年少女連盟、 

日本協会のホームページで確認 

すること。 

 

 

計 量 12：10～14：45 

監 督 会 議 15：00～15：30 

   

第２日目 
 

11月21日（土） 

開 館 08：30 

開  始  式 09：30～10：00 

競 技 10：10～18：00 

   

第３日目 
 

11月22日（日） 

開 館 09：00 

競 技 10：00～15：00 

閉 会 競技終了後 
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12．計量について / 指導者、保護者の皆様にお願い 

１．エントリーした階級で体重がオーバーした場合は失格とする。計量回数は２回までとし、リミット計量 

２．服装は男女ともに試合着(シングレット)を着用して計量する。（マスク着用のこと） 
 

13．減量について 

１．子供たちの健康を考慮し、減量させない。 

２．参加申込みから大会まで１ヶ月以上あり、成長盛りの子供たちの体重が増えることが十分予想される。 

余裕をもってエントリーすること。 
 

14．メディカルチェックについて 

計量時にメディカルチェックを行う。感染する皮膚病など(白癬菌、トビヒ、水いぼなど)が認められた場合は、出場で

きない。 

なお、皮膚疾患を有する選手は大会前に医療機関（皮膚科など）を受診し、適切な治療を受けること。診断書は必須では

ないが、出場可否判定の資料とする。また、皮膚疾患以外にも医学的に支障がある場合も同様とする。診断書は計量時

に提出すること。（診断書は連盟ホームページからダウンロードする。） 

※計量時に診断書を基に医師が検診し、出場の可否を決定する。 
 

15．出場階級 [45階級]   

 小学生の部 女子の部 

６年生 28 30 33 36 39 42 46 50 55 60 65 70 ＋70㎏ 【13階級】 28 30 33 36 40 45 49 53 58 ＋58㎏ 【10階級】 

５年生   26 28 30 33 36 39 42 46 50 55 60 65 ＋65㎏ 【13階級】 26 28 30 33 36 40 44 48 ＋48㎏ 【９階級】 
 

階級について 
①出場選手が３名以下の階級は、上のクラスに併級する。(ただし、＋級に関しては申込みが３名以下でもその人数で実施する。) 

その際、該当選手の所属するクラブ代表者に連絡用アドレスにメールにて案内する。 
 

16．表彰 

①各クラス１位～３位までの入賞者にメダル及び賞状を授与する。 

②小学生の部６年生、女子の部６年生の各階級優勝者に「優秀選手賞」を、準優勝者に「敢闘賞」を授与する。 
 

17．参加費 ➨ １名 / 2,500円 (日本レスリング協会の選手登録費500円を含む)  
参加申込み時に右頁の振込先に送金する。振込後の返金はしない。 

 

18．コーチ登録及び帯同コーチ(セコンド)数について 

本大会は感染予防防止の措置として、選手・役員・スタッフ以外で大会会場に入場できるのは、本年度のコーチ登録を 

したクラブ代表者及びコーチのみとする。コーチ登録証を準備し(記名及び写真貼付)、首から下げておくこと。 

また、参加選手数に応じて、各クラブの帯同コーチ数を以下のように定める。 

選手数 １～２名 ３～５名 ６名以上 

監督或いはコーチ数 １名 ２名 ３名 

【注意】クラブ代表者でコーチ登録が未登録の場合は、大会会場に入場することはできない。 

今大会は、選手・コーチ・役員・スタッフのみで無観客試合として開催するため、保護者や 
一般の観客は入場できない。(コーチ登録済みで、規定人数内の保護者は可) 

 

19．申込方法 

①「参加申込書・誓約書」には、出場する選手の氏名、フリガナ、生年月日(年/月/日)、学年を入力、 

「小学生の部」、「女子の部」、出場階級をプルダウンで選び、最後に現体重を入力すること。 

また、帯同コーチ欄に、規定数以内のコーチ名を必ず入力すること。入力がない場合は、入場できない。 

②「参加申込書・誓約書」は各クラブで必ずコピーして保管のこと。 

（実行委員会より階級を確認する際に必要となる) ※必要事項のもれがないよう注意すること。 

③申込みは、以下のメールアドレスに送信すると同時に、保護者の確認サインと代表者の署名をした後に、 

申込書の裏に「ご利用明細票」を貼り付け、郵送すること。メール受信後に事務局から受付メールを送信する。 

申し込み先 e-mail ： jimukyoku.jkwf（a）gmail.com  ※(a)を＠に変える。 

  ④申込みは、メール送信と郵送、必ず両方で行うこと。 
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【参加申込書・誓約書】 入力例 

No. 姓 名 セイ メイ 
性

別 
生年月日 平成 学年 部 出場階級 現体重 保護者署名 

1 桑畑 信明 クワバタ ノブアキ 男 2008/07/15 H20 ６年 小学生の部 50 48.9 桑畑 

2 平           均 タイラ ヒトシ 男 2008/10/29 H20 ６年 小学生の部 ＋70 73.8 たいら 

3 阿部   ゆう子 アベ ユウコ 女 2009/05/10 H21 ５年 女子の部 ＋48 49.0 阿部 

             
 

【申込み先・大会問合せ・連盟事務局】 全国少年少女レスリング連盟    担当：鎌賀秀夫 

jimukyoku.jkwf（a）gmail.com  ※(a)を@に変える。 

〒160‐0013  東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号   ジャパンスポーツオリンピックスクエア1004号室 

携帯電話  090-8518-8026    tel.03—5843-0358    fax.03-5843-0359 
 

１．申込み締切り メールの送信は令和２年10月25日(日) 23時59分まで  

２．参加費は、次の口座に略称クラブ名で振込むこと。 

また、参加申込書の裏に銀行の「ご利用明細票」を貼り付け、郵送すること。 

令和２年10月26日(月)消印有効  
 

【振込先】 みずほ銀行  渋谷支店 普通口座：No.９１１６３６６ / 口座名：全国少年レスリング大会 

 

３．大会についての問合せは、メール登録されたアドレスから、メールにて問合せすること。 

※メール登録されていない保護者からの問合せについては回答しない。 

４．申込みは、メール送信と郵送、必ず両方で行うこと。 
 

20．新型コロナウイルス感染防止に基づく書類の提出 
    

大会当日、会場内に入場する選手、及び監督・コーチは、受付で➀健康管理カード ②移動行程カード等を 

提出すること。 
 

21．昼食時の弁当斡旋について 

感染拡大予防のため弁当の斡旋はしない。各自で準備すること。 
 

22．監督会議 / １１月20日(金) 15時00分～15時30分 

大会や会場利用時、連絡事項などの説明を行う。 
 

23． 駐車場について 

参加者のマイクロバス、大型バスの駐車場も含む駐車場の準備はしないので、各自で対応すること。 

有料駐車場 駐車料金（30分） 営業時間 収容台数 

国立代々木競技場・第一体育館（南門） 250円 09：00～23：30 104台(普通車のみ) 

渋谷区役所前駐車場（渋谷区役所前公共地下駐車場） 平日300円、土日350円 24時間営業 650台* 

*高さ、長さ等の制限あり、詳細はHPにて確認すること。https://www.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/chushajo/parking.html 
 

24．マイボトル(水筒)キャンペーン 

会場のゴミ箱で目に付くのがペットボトルの山、ゴミを出さないためにマイボトルを利用すること。 
 

25．注意事項 

１．責任者(監督)、参加者並びに保護者は、次の事項も注意すること。 

①減量させない。 

②大会期間中の会場内、及び会場外、移動での事故やケガ、病気、競技上のケガなどの発生については、 

主催者並びに主管者は、一切の責任を負わない。保護者の責任において子供たちを参加させること。 

③規則正しい生活とバランスの取れた食事、健康管理、安全管理、そして感染対策に十分気をつけること。 

④ウオーミングアップは、大会実行委員の指示に従うこと。 

２．貴重品は各自で責任を持って管理すること。 

３．報道関係の取材について➨クラブの追っかけ取材も含め、一切の取材は感染症予防のために受付ない。 
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４．物販業者と記念撮影➨例年レスリング用品を会場内で販売しているが、今回は感染リスクを避けるため行わない。 

ただし、大会の記念撮影を行っている業者は、保護者が撮影する代わりに、撮影のためのガイドラインを策定し、

インターネット販売を条件に認める。 

５．接触確認アプリをインストールすることを推奨する。（ＣＯＣＯＡ） 

６．代表者は、後日案内する「参加の手引き」を入場者全員に周知させること。 

７．感染拡大防止のための措置として、以下に該当する者は、参加、及び会場内に入場できない。 

なお、会場に入場する選手、監督・コーチ、及び大会関係者全員に「ONE TAP SPORTS」を利用して健康管理・行動

履歴管理の提出を求める。（大会終了後２週間まで記録すること） 

□体調がよくない （例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

□同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 

□過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者と

の濃厚接触がある 

□マスクを持参しない（受付時や着替え時等のスポーツを行っていない時も会話をする際にはマスクを着用すること） 

□こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施しない 

□他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１m））を確保しない 

□イベント中に大きな声で会話、応援等をする 

□感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守しない、主催者の指示に従わない 

□コロナ感染拡大防止対策を遵守しない 

□イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合に、主催者に対して速やかに濃厚接触者の 

有無等について報告しない 

 
 

 

 

 

 
 

スポーツ振興くじ助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
試合会場は来た時よりも綺麗にして帰りましょう 

マイボトル(水筒)を利用しましょう 

 

 お願い  
  
日本オリンピック委員会のスポーツ環境専門部会では“①スポーツに関わる人々に環境保全の大切さを広く知ってもらえるよう活動しています。②スポーツの

大会の運営やスポーツ施設で環境保全がなされるよう各種実践活動をしています。連盟ではその環境保全活動に賛同し、全国大会を通じて参加・協力して

います。そこで、参加される皆さんにお願いいたします。ゴミを出さないよう工夫してください。出たゴミは分別して指定の場所に置いてください。（分別回収を

習慣づけましょう） 

会場に訪れる皆さんにお願いします。来たときより美しくして帰りましょう。そして、物や資源を大切にするよう心がけましょう。自分のゴミは持ち帰りましょう。 

※「リデュース」「リユース」「リサイクル」の３Ｒが地球を元気にします。 

「リデュース」とは、使う量を減らすこと。本当に必要かどうか良く考えて減らせるものは思い切って減らしてみましょう。「リユース」は何度も使うこと。物を大切にし

て出来るだけ長く使えるよう努力してみましょう。そして最後に「リサイクル」。捨てるものも分別して回収すれば、またそれが新しい資源になるのです。 

【公益財団法人日本レスリング協会スポーツ環境委員会】 


